
（別記様式第１号） 
計画作成年度 令和４年度 
 
計画主体 
 

 
佐伯市 
 

 
 
 
 
 
 

佐伯市鳥獣被害防止計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

          ＜連絡先＞                  
         担 当 部 署 名 佐伯市農林水産部林業課林業振興係 

                      所 在 地 大分県佐伯市中村南町１番１号 
            電 話 番 号 ０９７２－２２－４２１４ 
                         Ｆ Ａ Ｘ 番 号 ０９７２－２２－３４７７ 
            メールアドレス rinmu@city.saiki.lg.jp 

 
 



１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 
 対象鳥獣 イノシシ、シカ、サル、アナグマ、タヌ

キ、アライグマ、カワウ、カワラバト、ノ

ウサギ、ヒヨドリ、カラス、スズメ、ヒド

リガモ 
 計画期間    令和５年度～令和７年度 
 対象地域 佐伯市 

 
２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 
（１）被害の現状（令和３年度） 

鳥獣の種類 
被害の現状  

品 目 被害数値 
イノシシ 
 
シカ 
 
サル 
 
アナグマ 
 
タヌキ 
 
アライグマ 

水稲、果物類、野菜類 
 
水稲、果物類、野菜類、造林木 
 
果物類、野菜類、穀物類 
 
 
 
果物 野菜類 

３，０６５千円 ２．３３ha 
 

３，９７６千円 １．１６ha 
 

１．２４１千円 １．０１ha 
 

 
 
１８８千円 ０．２３ha 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）被害の傾向 

 イノシシに関しては、水稲や野菜全般に渡る農地作物の被害や住宅地周辺の掘り起こ

しが年間を通じて発生している。また、住宅地周辺での目撃情報が増加してきている。（被

害減少傾向） 
 シカについては、山林において植栽地の苗木等の食害があり、水稲、果物類についても

年間を通して被害が発生している（被害 横ばい） 
 サルについては、家庭菜園を中心とし、果物類や野菜類に年間を通じて被害が発生して

いる。また林内でのしいたけのほだ場においてしいたけの発生時期に集中して被害が発生

している。（被害 減少） 
 アナグマについては、家庭菜園での果物類や野菜類、穀物類への被害報告が寄せられて

いる。（被害 減少傾向） 
タヌキについては、家庭菜園レベルでの被害が点在しており、今後の被害拡大が懸念さ

れている。（被害 未然防止） 
アライグマについては、市内や近隣市での捕獲が確認されており今後の被害が懸念され

ている。（被害 未然防止） 

 

 

 

 

 

（３）被害の軽減目標 
指標 現状値（令和３年度） 目標値（令和７年度）   

イノシシ ２．３３ｈａ １．６３ｈａ 
シカ １．１６ｈａ ０．８１ｈａ 
サル １．０１ｈａ ０．７０ｈａ 
アナグマ ０．２３ｈａ ０．１６ｈａ 
タヌキ    ０ｈａ    ０ｈａ 
アライグマ    ０ｈａ    ０ｈａ 

指標 現状値（令和３年度） 目標値（令和７年度） 
イノシシ ３，０６５千円 ２，１４５千円 
シカ ３，９７６千円 ２，７７５千円 
サル １，２４１千円   ８６８千円 
アナグマ 

１８８千円 １３１千円 
 

タヌキ  
アライグマ  

 
 
 



（４）従来講じてきた被害防止対策 
 従来講じてきた被害防止対策 課題 
 捕獲等 
 に関す 
 る取組 

有害鳥獣捕獲班を１９班編制

し、イノシシ、シカ、サル、小動

物の捕獲報償金措置に加え、通

年捕獲、全域捕獲を導入し捕獲

圧を強化している。 

アライグマについては、佐伯市

アライグマ防除実施計画を策定

し、国の特定外来生物防除の確

認を受け、防除体制を確立して

いる。 

特定の地域でのイノシシによる

農作物被害が発生しているほか、

小動物による被害も報告されてお

り、その実態把握が必要。 

アライグマの捕獲が県内各地で

確認されており、今後注視が必要。 

佐伯市内の主要水系でのカワウ

による被害防止のため、捕獲強化

を図る必要がある。 

 防護柵 
 の設置 
 等に関 
 する取 
 組 

集中的かつ計画的に防護柵を

整備し被害軽減を目指す「予防

強化集落」を指定し、集落点検や

防護柵の設置等を実施。 
個人自らが設置する簡易な防

護柵の設置経費の一部を助成し

ている。 

集落指定を受けた地域以外での

イノシシによる農林業被害額が増

加している。 

生 息 環

境 管 理

そ の 他

の取組 

鳥獣被害の専門家による、講習

会の開催を行い、生息環境の改

善に取り組んでいる。 

研修会の開催等を行っているが、

住宅付近での目撃報告も多く、獣

が近寄りづらい集落作りの情報発

信等の啓発が今後課題となる。 

 
（５）今後の取組方針 
従来と同様侵入防止柵の原材料支給及び、購入補助による予防対策の推進、

国・県の補助を受けた有害鳥獣捕獲事業を活用して捕獲圧の維持を図って

いく。また今後は捕獲及び予防の効果を高めるため、集落の環境整備の重

要さを研修会の開催や HP 等広報媒体を活用し啓発活動へ取り組むことで、

被害の減少に繋げる。 
 
３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 
（１）対象鳥獣の捕獲体制 

佐伯市猟友会を１９の有害鳥獣捕獲班に編制して有害鳥獣捕獲を推進

し、過去３年間の被害状況に基づく被害発生予察による計画捕獲を実施す

る。 



 
（２）その他捕獲に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容 

R5 

ｲﾉｼｼ､ｼｶ､ｻﾙ､ｱﾅｸﾞ

ﾏ、ﾀﾇｷ､ｱﾗｲｸﾞﾏ､ 
ｶﾜｳ､ｶﾜﾗﾊﾞﾄ､ﾉｳｻｷﾞ､ 
ﾋﾖﾄﾞﾘ､ｶﾗｽ､ｽｽﾞﾒ 
ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ 

対象獣の捕獲に対し報償金を支給することで捕獲圧

強化を図る。 
対象鳥類は、銃での捕獲は難しいため、網での捕獲を

検討する。 
狩猟者確保対策の一環として、狩猟免許初心者講習会

の受講費用に対する補助を行う。 

R6 

 
 

同上 同上 

R7 

 
 

同上 同上 

 
（３）対象鳥獣の捕獲計画 
 捕獲計画数等の設定の考え方 

令和３年度における捕獲実績は、イノシシ2,982頭、シカ4,807頭、サル66頭、アナグ

マ856頭、タヌキ489頭、アライグマ１頭となっている。イノシシについては近年目撃

報告も多く農業被害が依然深刻であることから、耕作地周辺に生息するイノシシを重

点的に捕獲するため、現状を上回る捕獲計画数を目標として被害軽減を図るものとす

る。シカ、サルについてはスポット的に被害が発生しており、現状の捕獲圧を引き続

き維持し、侵入防止柵等による予防対策を取り入れながら被害軽減を図るものとす

る。アナグマやタヌキによる大きな農業被害は発生していないが、家庭菜園での被害

が散見されているため、現状の捕獲頭数を維持することを目標とする。アライグマに

ついては、例年１匹の捕獲が続いている状態であり、今後の動向を注視していく必要

はあるが、例年と同様の捕獲計画数としている。その他の有害鳥獣は、被害の全容を

体系的に把握できていないが、合計の目標数を100頭と設定し計画捕獲を実施する。 
 

 

 

 

 

 



対象鳥獣 
捕獲計画数等  

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

イノシシ ３，０００ ３，０００ ３，０００ 

シ  カ ４，８００ ４，８００ ４，８００ 

サ  ル １００ １００ １００ 

アナグマ ８００ ８００ ８００ 
 

タヌキ ５００ ５００ ５００ 

アライグマ １０ １０ １０ 

 
 
 捕獲等の取組内容 

銃器や箱ワナ、くくりワナ等により、年間を通して計画捕

獲を実施する。アナグマ等小動物の捕獲については、被害情

報等があれば、随時に小動物用箱罠等により捕獲を実施す

る。 
 

 
ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容 
 
 

 
（４）許可権限委譲事項 

対象地域 対象鳥獣 
 

佐伯市 
イノシシ、シカ、サル、アナグマ、タヌキ、アライ

グマ、カワラバト、ノウサギ、ヒヨドリ、カラス、

スズメ、ヒドリガモ、カワウ 
（許可権限委譲済：平成７年４月１日） 

 
 
 

 



４．防護柵の設置等に関する事項 

（１）侵入防止柵の整備計画 

対象鳥獣 整備内容 
令和５年度 令和６年度 令和７年度 

イノシシ 
シカ 

ネット、金網柵等 
３，０００ｍ 

 
２，７００ｍ 

 
２，５００ｍ 

 
イノシシ 

電気柵等 
３，７００ｍ 

 
３，５００ｍ 

 
３，２００ｍ 

サ ル 
アナグマ 
タヌキ 
アライグマ 

電気柵等 
３００ｍ 

 

 
３００ｍ 

 
３００ｍ 

 
（２）侵入防止柵の管理等に関する取組 

対象鳥獣 
 

取組内容 
令和５年度   令和６年度   令和７年度 

イノシシ 予防強化集落の集

落点検の実施 
予防強化集落の集

落点検の実施 
予防強化集落の集

落点検の実施 
シカ 予防強化集落の集

落点検の実施 
予防強化集落の集

落点検の実施 
予防強化集落の集

落点検の実施 

 
５．生息環境管理その他被害防止施策に関する事項 

年度 対象鳥獣 取組内容 
令和５年度 
 

イノシシ 
シカ 
サル 

集落環境の整備に関する研修会の実施 
 

令和６年度 
 

イノシシ 
シカ 
サル 

集落環境の整備に関する研修会の実施 
 
 

令和７年度 
 
 

イノシシ 
シカ 
サル 

集落環境の整備に関する研修会の実施 
 
 

 
 
 
 
 



 
６．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

おそれがある場合の対処に関する事項 
（１）関係機関等の役割 

    関係機関等の役割         役割 
佐伯市 情報の収集、関係機関への連絡・調整、鳥獣

の捕獲許可 
大分県南部振興局 情報の収集 
大分県佐伯警察署 情報の収集、住民の安全確保 
佐伯市消防本部 情報の収集、被害者の保護 
佐伯市猟友会 情報の収集、鳥獣の捕獲 

 
（２）緊急時の連絡体制 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 
焼却処理施設等への持込み、捕獲現場等での埋設、捕獲後の個体の適正な

処理を徹底する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

住  民 

佐伯市 
℡22-3111 

佐伯警察署 
℡22-2131 

佐伯市消防本部 
℡22-3301 

大分県南部振興局 
℡22-0393 

佐伯市猟友会 
℡46-1134 

通報 

連携 

連携 

連携 

連携 



 
８．捕獲等をした対象鳥獣の食品・ペットフード・皮革としての利用等その有 

効な利用に関する事項 
（１）捕獲等をした鳥獣の利用方法 

食品 ・佐伯管内にあるジビエ加工処理施設を通じて、市内

飲食店と連携したジビエ料理の普及や学校給食への

活用などを検討する。 
・イノシシの食品等としての利用 

ペットフード  
皮革  
その他 
（油脂、骨製品、角 
製品、動物園等で 
のと体給餌、学術 
研究等） 

 

 
（２）処理加工施設の取組 

 
 
 

 
 
（３）捕獲等をした対象鳥獣の有効利用のための人材育成の取組 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



９．被害防止施策の実施体制に関する事項 
（１）協議会に関する事項 

協議会の名称 佐伯市鳥獣被害防止対策協議会 

構成機関の名称 役割 

大分県南部農業共済組合 農業被害の情報収集及び被害防止対策の 
普及啓発 
 大分県農業協同組合 

番匠川漁業協同組合 
内水面被害の情報収集及び被害防止対策の 
普及啓発 

佐伯市猟友会 有害鳥獣捕獲の実施 

佐伯広域森林組合 
森林被害の情報の集収及び被害防止対策の 
普及啓発 

佐伯市農業委員会 農業被害の情報収集 

佐伯市 会の総括 
 
（２）関係機関に関する事項 

関係機関の名称 役割 

大分県南部振興局 
有害鳥獣捕獲、被害防止対策に関する情報

提供 
南部地域鳥獣被害現地対策本

部 
有害鳥獣捕獲、被害防止対策に関する情報

提供、集落点検活動等 
大分県農林水産研究センター

林業試験場 
シカ被害防止に関する情報提供 
 

 
（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 
平成２５年４月１日に鳥獣被害対策実施隊を設置し、現在市職員９名（民

間隊員０名）から構成されている。隊員は、被害防止対策の推進を行う。 
 
（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 
大分県が開催する鳥獣被害対策研修会に（協議会構成員が）積極的に参加

することにより、鳥獣対策アドバイザーの認定を受けて、被害集落への防

止対策等の普及啓発活動を展開していく。 
 

その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 
農業協同組合、森林組合、共済組合、漁業協同組合等の組織を利用して、効

率的に市内全域の被害状況の把握を行い鳥獣被害防止対策の基礎資料とす

る 



 


